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彩を放つところである︒本書はあまりに多くの形式や画派に触れており︑また重要な絵師や画派について十分に語りつくしていないため︑この俯瞰的 アプローチ 少々物足 なさを感じ 読者
も中にはいるかもしれない︒にもかかわらず︑最終的には︑相関性がより一層明ら となった絵画制作と流通の現場を背景として︑一人ひとりの絵師や各画派を見直すことのできる確かな基盤が築かれているのだ︒　
題名にある
 “obtaining ” という言葉には︑二つのつながりのある
定義がある︒ つ目 定義は︑絵画の入手や買 取りといった消費を通じた“
obtaining ”であり︑本書はこの意味に即して︑人々が





取り」までの流れにみられる交流をたどっている︒このように︑江戸の美術史を抽象的な理想美から現実世界へと立ち返らせるスクリーチ氏の研究は︑階級︑性別︑血族関係︑そし 宗教的地位などの様々な要因が︑ど よう 各個人の絵画の入手に影響を与えたかということを明らかにしている︒　
二つ目の
























































うものが今後 かに美術史と︑文学を含む の他の文物と 間にあるこの人為的な境界を︑乗り越えていくべきか 示していのと考えている︒本書は︑絵画を入手・獲得する経緯やそ 理由への理解を深めるために︑当時 絵画を構成する言語的・視覚的側面をいかにして併せ読むことができるかと うこと 様々な形で示して る︒江戸時代 文化に関心 持つ全ての研究者 そして学生たち
（とりわけ文学研究者たち）
に︑本書を強くお薦めし
たい︒＊
  本稿は︑
Japan R
eview
 N
o. 28 （
2015 ）に掲載された英文テキストの日本語訳
である（片岡真伊
 訳） ︒
